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はじめに㻌
浄影寺慧遠（523～592 年）は、中国南北朝時代、北朝
の北斉・北周から隋代にかけて活躍した僧である。かれ
の生きた時代は、中国仏教の南北朝時代の仏教研究の進
展を受け、インドとはまた違う中国独自の仏教思想の成
熟を踏まえつつ、諸宗派が芽吹きつつあった時代であり、
そこでかれは、同時代の天台智顗（538～598 年）、吉蔵
（549～623 年）と並んで、隋代の三大法師と称される。 
慧遠の思想については、鎌田茂雄氏がつとに『中国仏教
思想史研究』の中で一章を設けて考察を行っている 1。鎌
田氏は、『大乗義章』を材料に、「二諦」「般若」「法」
といった概念を分析し、慧遠の思想の特徴を融相思想と
規定し、真性の中において二法同体なるを不二とする立
場と真性所起の諸法において不二相即を説く立場のある
ことを指摘する。吉津宜英氏は、『大乗義章』を材料に、
「涅槃」「識」について分析し、因果、体用といった慧
遠の思惟のありかたに論及している 2。岡本一平氏は、や
はり『大乗義章』を材料に、慧遠の「仏性」概念を詳し
く論じている 3。 
これら先行諸研究は、おおむね慧遠の『大乗義章』を主
な材料としている。確かに、『大乗義章』は、現存する
慧遠の著作の中で最も代表的な著作とされるものではあ
るが、しかしながら慧遠の著作としては、『大乗義章』
の他に、『地持論義記』十巻、『十地義記』十四巻、『涅
槃義記』十巻、『維摩経義記』八巻、『勝鬘経義記』一
巻、『無量寿経義疏』二巻、『観無量寿経義疏』二巻、
『温室経義記』一巻、『起信論義疏』四巻、以上九部が
現存している。そうした『大乗義章』以外の著作を分析
することにより、慧遠の思想にまた別の角度から光を当
てることができはしまいか。慧遠の思想のより多面的な
相貌を明らかにすることができるのではないか。『大乗
義章』以外の著作についての詳しい分析は、『観無量寿
経義疏』などの浄土関係の注疏についての研究 4、『維摩
経義記』についての研究 5があるものの、分析・考察すべ
き問題がなお残されているように思う。 
 そこで本稿では、そうした慧遠の著作の中から、やは
りかれの代表的な著作の一つであると考えられる『涅槃
義記』を取り上げ、そこに窺われる慧遠の考え方を分析・
考察する。『涅槃義記』については、実はつとに藤井教
公氏が分析を加え、慧遠と吉蔵における「仏性」理解の
違いを指摘しておられるのだが 6、藤井氏の分析は紙幅の
都合もありまた吉蔵との比較検討という視点からのもの
であり、慧遠の「仏性」理解やその思惟の筋道について
はまだ論じる余地が残されていると思うので、本稿で改
めて詳しく考察してみたいと思うのである。 
 『涅槃義記』が『涅槃経』の注釈であることから、本
稿の分析では、やはり『涅槃経』の中心テーマである「涅
槃」「仏性」を中心に扱い、その注釈から窺える慧遠の
思想、かれの考え方の筋道を辿っていくこととする。 
 
第 㻝章㻌 仏法の捉え方㻌
最初に、慧遠が仏の教えをどのように捉えているかを見
ておこう。かれの思想を考えるに当たり、まずこのこと
が重要だと思うのである。 
 
聖なる教えにはさまざまな違いが有るが、纏めるとた
だ二つになる。声聞蔵と菩薩蔵とである。声聞に教え
るのを、声聞蔵と名づける。菩薩に教えるのを、菩薩
蔵と名づける。（聖教万差、要唯有二。謂声聞蔵、及
菩薩蔵。教声聞法、名声聞蔵。教菩薩法、名菩薩蔵。）
（『涅槃義記』巻一之上、総論、大正蔵 37 巻、613 頁
上） 
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仏の教えはさまざまあるが、声聞蔵と菩薩蔵との二つに
纏めることができる。 
 
 声聞蔵の中に、二種類の者がいる。一には声聞声聞、二には
縁覚声聞である。声聞声聞とは、この人は早いうちから声聞
としての道を求め、常に四真諦の教えを観察するのを楽しみ、
声聞としての性質が出来上がっており、最後の身に於いて、
仏が四真諦の教えを説くのに出会って、真理を悟るもので、
本来声聞としての性質を持ち、今また仏の声を聞いて悟るこ
とができるので、そこで声聞声聞と名づける。……縁覚声聞
とは、この人は本来縁覚としての道を求め、常に十二因縁の
教えを観察するのを楽しみ、最後の身に於いて、仏が十二因
縁の教えを説くのに出会って、真理を悟るもので、本来縁覚
としての性質を持ち、最後の身に於いて、仏の声を聞いて正
しい道を悟るので、縁覚声聞と名づける。（声聞蔵中、所教有
二。一声聞声聞、二縁覚声聞。声聞声聞者、是人先来求声聞
道、常楽観察四真諦法、成声聞性、於最後身、値仏為説四真
諦法、而得悟道、本声聞性、今復聞声而得悟道、是故名曰声
聞声聞。……縁覚声聞者、是人本来求縁覚道、常楽観察十二
縁法、於最後身、値仏為説十二縁法、而得悟道、本縁覚性、
於最後身、聞声悟道、是故名為縁覚声聞。）（『涅槃義記』巻一
之上、総論、大正蔵37巻、613頁上） 
 
声聞蔵の教えを受ける者には、本来声聞である声聞（声聞声聞）
と、本来縁覚である声聞（縁覚声聞）とがいる。 
 
 菩薩蔵の中に、教える対象として、二種の人がいる。一は漸、
二は頓である。漸というのは、この人はかつて大乗の教えを
学んでいたが、途中で小乗の教えを学び、後にまた大乗の教
えに参入するもので、大乗の教えに小乗を経由して入るので、
これを漸と言う。……頓というのは、久しく大乗を学んでい
る衆生が、その能力に対応して、今始めて仏にまみえて、大
乗の教えに入ることができる、この大乗は小乗を経由しない
ので、頓と名づけるのである。……漸入の菩薩は、始め小乗
で終には大乗となる。頓悟の人は、一直線に深い教えに参入
する。頓と漸で異なっているとはいえ、その時その時で大乗
の教えを受けるという点では同じなので、こうした二人に対
して説くのを、菩薩蔵とする。（菩薩蔵中、所教之人、亦有二
種。一漸、二頓。言漸入者、是人過去曾習大法、中間学小、
後還入大、大従小入、謂之為漸。……言頓悟者、有諸衆生、
久習大乗、相応善根、今始見仏、則能入大、大不由小、目之
為頓。……漸入菩薩、始小終大。頓悟之人、一往入深。頓漸
雖異、以其当時受大処一。是故対斯二人所説、為菩薩蔵。）（『涅
槃義記』巻一之上、総論、大正蔵37巻、613頁上） 
 
また、菩薩蔵の教えを受ける者には、かつて大乗を学んでいた
のだが途中で小乗の教えを経由した後に再び大乗の教えを理解
する漸入の者（漸入菩薩）と、長い間大乗の教えを学んで小乗
の教えを経由せずに直接大乗の教えを理解する頓悟の者（頓悟
菩薩）とがいる。 
 
 この経は、二蔵のうち、菩薩蔵に属するものである。漸教の
衆生の長養の法門である。（今此経者、二蔵之中、菩薩蔵収。
漸教衆生、長養法門。）（『涅槃義記』巻一之上、総論、大正蔵
37巻、631頁中） 
 
『涅槃経』は、菩薩蔵に属し、主に漸入の衆生を教え導く経典
だと言う。 
 慧遠は、衆生の持っている能力のありよう、また能力の変化
に注目し、教えの対象としての衆生を、声聞声聞、縁覚声聞、
漸入菩薩、頓悟菩薩の四つに分けて捉える。そしてその四つの
能力に対応して説かれる教えとして、仏法を、二種類の声聞（声
聞声聞・縁覚声聞）に対する教え（声聞蔵）と二種類の菩薩（漸
入菩薩・頓悟菩薩）に対する教え（菩薩蔵）の二つに分類する
のである。 
ところでまた、慧遠には、次に見るように、仏法を四つに分
類する考え方が確認できる。 
 
 仏法を大まかに分けると、大乗と小乗との二つになるが、細
かく分けると四つになる。第一に、立性宗である。小乗の中
の浅薄な教えで、もろもろの現象にはそのものとしての実質
が有ると述べる。第二に、破性宗である。小乗の中の深遠な
教えで、もろもろの現象は仮に存在し、そのものとしての実
質が無いと述べる。第三に、破相宗である。大乗の中の浅薄
な教えで、もろもろの現象の因縁によってある姿を打ち破り、
諸仏は結局のところ空寂であると述べる。第四は、顕実宗で
ある。大乗の中の深遠な教えで、妄情が捉えるもろもろの現
象は結局のところ有ではなく、真実の法界は常住であって壊
れることが無いと述べる。（於仏法中、麁分有二、唯大与小、
細分有四。一立性宗。小乗中浅、宣説諸法、各有体性。二破
性宗。小乗中深、宣説諸法、仮有無性。三破相宗。大乗中浅、
破遣諸法因縁之相、宣説諸仏畢竟空寂。四顕実宗。大乗中深、
宣説妄情所取諸法畢竟不有、真実法界常住不壊。）（『涅槃義記』
巻五、聖行品、大正蔵37巻、738頁下） 
 
仏法は、大まかに分けると、大乗と小乗との二つに分けられる
が、細かく見てみると、現象にそのものとしての実質が有ると
説く立性宗、現象が仮に存在しておりそのものとしての実質が
無いと説く破性宗、現象の因縁によって有る姿形を打ち破る破
相宗、真実の法界の常住であることを説く顕実宗の四つに分け
られる。この四つの教えは、小乗の中の浅薄な教えである立性
宗から、小乗の中の深遠な教えである破性宗、大乗の中の浅薄
な教えである破相宗から、更に大乗の中の深遠な教えである顕
実宗へと、次第に深まっていく関係にある。先に見た声聞蔵、
菩薩蔵という捉え方が、大乗・小乗という教えを受け取る衆生
の能力に注目した捉え方であるのに対し、ここでの四宗の捉え
ー 41 ー
岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集第 17 号 
Bulletin of Morioka Junior College Iwate Prefectural University, No.17 
- 3 - 
方は、もろもろの現象の説き方、あるいはもろもろの現象に対
する対処の仕方に注目し、仏法を深まり行く四つの段階に分け
て理解していると見ることができる。 
こうした二蔵という捉え方と四宗という捉え方とがどういう
関係にあり、慧遠においてどのように結びついていたかは、『涅
槃義記』の注釈を見る限りではよく分からない 7。ただ、慧遠が
仏教を捉える際には、声聞声聞、縁覚声聞、漸入菩薩、頓悟菩
薩といった衆生の能力のありさまと、小乗の教えを理解した上
で更に大乗の教えを理解するといった衆生の能力の変化のあり
さまに注目していること、またそうしたさまざまな能力を持っ
た衆生の現象の捉え方が次第に深まっていくことに注目してい
ることを指摘できると思う。あるいは、衆生の能力の深まりい
くという見方が仏教の捉え方に対して影響を与え、立性→破性
→破相→顕実という現象の捉え方の次第に深まっていくという
見方が成立したと見ることができるかも知れない。ここではと
りあえず、特に「破性」「破相」「顕実」という次第に深まって
いく現象の捉え方が、後に見る慧遠の考え方と関わることを、
指摘・注意しておきたい。 
 
第 㻞章㻌 注釈の分析㻌
 『涅槃経』の説く内容は多岐に渡るが、特に「涅槃」という
こと、また「仏性」というものについて、さまざまな角度から
説き明かしている。そこで、慧遠の注釈を、やはり「涅槃」「仏
性」などを中心に見ていくことにしたい。 
 
 「涅槃」について
 まず、「涅槃」についての慧遠の主張を見ていこう。 
 慧遠は、『涅槃経』の経題の「大涅槃」の「大」の注釈の中で、
次のように述べる。 
 
「大」の実質は同じではなく、ほぼ三種有る。一に実質が「大」
であること、性浄涅槃のことである。実質が真性を窮め、そ
の意義が法界に充ちている。二に姿（相）が「大」であるこ
と、方便涅槃のことである。全ての過ちが無くされ、全ての
徳が備わっている。三に作用（用）が「大」であること、応
化涅槃である。優れた働きがあまねく広がり、巧みな教化の
尽きることが無い。（大体不同、略有三種。一者体大、謂性浄
涅槃。体窮真性、義充法界。二者相大、謂方便涅槃。過無不
尽、徳無不備。三者用大、謂応化涅槃。妙用曠周、巧化無尽。）
（『涅槃義記』巻一之上、総論、大正蔵37巻、613頁下） 
 
涅槃の実質は三つあり、性浄涅槃と方便涅槃と応化涅槃とであ
る。この三つは、同じ一つの涅槃の体（実質）・相（姿形）・用
（作用）の関係にある。性浄涅槃が涅槃の実質である真実の真
性を窮めたもの、方便涅槃が涅槃に備わっているさまざまな徳、
応化涅槃が涅槃に備わっている優れた教化のありかたを表わし
ている。 
 慧遠は、この三つの涅槃のうち特に性浄涅槃と方便涅槃の二
つに関わり、それらを齎す原因について、了因と生因という二
つの区別を立てる。すなわち、『涅槃経』寿命品の中の「菩提」
と「涅槃」とに関わる注釈の中で、慧遠は次のように述べる。 
 
 菩提と涅槃とは、どうして異なり、別にして論じるのか。菩
提と涅槃とは、通じて解釈すれば一つである。あらゆる徳が
静まり返っているのを涅槃と名づけ、あまねく行き渡って自
由自在であるのを菩提と名づける。姿を分けてみると、違い
の無いわけではない。三つの点で違いが有る。第一に、因果
と言う点。因を菩提と名づけ、菩提は正しい道であり、因の
行いは、人を果に趣かせるので、正しい道と名づける。果を
涅槃と名づけ、涅槃は滅ということであり、果に至って修道
を捨て去り、無為で空寂となるので、滅と名づける。第二に、
行うことと断ずることと言う点。あらゆる行いの徳を菩提と
名づけ、あらゆる断ち切られた徳を涅槃と名づける。第三に、
性浄と方便と言う点。下文に説く通りである。生因の生じる
方便の果を菩提と名づけ、了因の明らかにする性浄の果を涅
槃と名づける。（此二（菩提・涅槃）何異、而須別論。通釈是
一。一切諸徳、寂名涅槃。虚通無碍、悉名菩提。随相別分、
非無差異。異有三種。一因果分別。因名菩提、菩提是道、因
中所行、通人趣果、故悉名道。果名涅槃、涅槃是滅、至果捨
修、無為安寂、故悉名滅。二行断別説。一切行徳、悉名菩提、
一切断徳、斉称涅槃。三就性浄方便別論。如下文説。生因所
起方便之果、悉名菩提、了因所顕性浄之果、説為涅槃。）（『涅
槃義記』巻一之下、寿命品、大正蔵37巻、630頁中） 
 
これは、直接は菩提と涅槃との違いを問題にしている資料だが、
その三番目の論点を見てみると、性浄涅槃と方便涅槃との区別
について、生因、すなわち何かを生み出す原因から生じる果報
としての方便涅槃が菩提と名づけられ、了因、すなわち何かを
明らかにする原因から生じる果報としての性浄涅槃が、涅槃と
名づけられるのだと言う。つまり、慧遠にとって特に重要なの
は性浄涅槃であり、その性浄涅槃は、了因、すなわち、何かを
明らかにする原因から生じるものと捉えられていると見ること
ができそうである。涅槃は、何も無いところから何かの原因に
よって生じるものでなく、もとに有る何かが有って、何らかの
手段でそれを明らかにしていくものであると、慧遠は主要には
考えていると言える。 
 
㻞㻙㻞㻌 「仏性」について㻌
『涅槃経』では、涅槃と共に、「仏性」ということに盛んに言
及するが、今見た生因と了因ということに関わり、慧遠は、「仏
性」について、「法仏性」と「報仏性」ということに言及してい
る。以下に見ていこう。 
 
経文「善男子。一切諸法、悉無有我、而此涅槃、真実有我。
以是義故、涅槃無因而体是果。是因非果、名為仏性。」（『涅
槃経』巻二八、師子吼菩薩品、大正蔵12巻、530頁上） 
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仏の教えはさまざまあるが、声聞蔵と菩薩蔵との二つに
纏めることができる。 
 
 声聞蔵の中に、二種類の者がいる。一には声聞声聞、二には
縁覚声聞である。声聞声聞とは、この人は早いうちから声聞
としての道を求め、常に四真諦の教えを観察するのを楽しみ、
声聞としての性質が出来上がっており、最後の身に於いて、
仏が四真諦の教えを説くのに出会って、真理を悟るもので、
本来声聞としての性質を持ち、今また仏の声を聞いて悟るこ
とができるので、そこで声聞声聞と名づける。……縁覚声聞
とは、この人は本来縁覚としての道を求め、常に十二因縁の
教えを観察するのを楽しみ、最後の身に於いて、仏が十二因
縁の教えを説くのに出会って、真理を悟るもので、本来縁覚
としての性質を持ち、最後の身に於いて、仏の声を聞いて正
しい道を悟るので、縁覚声聞と名づける。（声聞蔵中、所教有
二。一声聞声聞、二縁覚声聞。声聞声聞者、是人先来求声聞
道、常楽観察四真諦法、成声聞性、於最後身、値仏為説四真
諦法、而得悟道、本声聞性、今復聞声而得悟道、是故名曰声
聞声聞。……縁覚声聞者、是人本来求縁覚道、常楽観察十二
縁法、於最後身、値仏為説十二縁法、而得悟道、本縁覚性、
於最後身、聞声悟道、是故名為縁覚声聞。）（『涅槃義記』巻一
之上、総論、大正蔵37巻、613頁上） 
 
声聞蔵の教えを受ける者には、本来声聞である声聞（声聞声聞）
と、本来縁覚である声聞（縁覚声聞）とがいる。 
 
 菩薩蔵の中に、教える対象として、二種の人がいる。一は漸、
二は頓である。漸というのは、この人はかつて大乗の教えを
学んでいたが、途中で小乗の教えを学び、後にまた大乗の教
えに参入するもので、大乗の教えに小乗を経由して入るので、
これを漸と言う。……頓というのは、久しく大乗を学んでい
る衆生が、その能力に対応して、今始めて仏にまみえて、大
乗の教えに入ることができる、この大乗は小乗を経由しない
ので、頓と名づけるのである。……漸入の菩薩は、始め小乗
で終には大乗となる。頓悟の人は、一直線に深い教えに参入
する。頓と漸で異なっているとはいえ、その時その時で大乗
の教えを受けるという点では同じなので、こうした二人に対
して説くのを、菩薩蔵とする。（菩薩蔵中、所教之人、亦有二
種。一漸、二頓。言漸入者、是人過去曾習大法、中間学小、
後還入大、大従小入、謂之為漸。……言頓悟者、有諸衆生、
久習大乗、相応善根、今始見仏、則能入大、大不由小、目之
為頓。……漸入菩薩、始小終大。頓悟之人、一往入深。頓漸
雖異、以其当時受大処一。是故対斯二人所説、為菩薩蔵。）（『涅
槃義記』巻一之上、総論、大正蔵37巻、613頁上） 
 
また、菩薩蔵の教えを受ける者には、かつて大乗を学んでいた
のだが途中で小乗の教えを経由した後に再び大乗の教えを理解
する漸入の者（漸入菩薩）と、長い間大乗の教えを学んで小乗
の教えを経由せずに直接大乗の教えを理解する頓悟の者（頓悟
菩薩）とがいる。 
 
 この経は、二蔵のうち、菩薩蔵に属するものである。漸教の
衆生の長養の法門である。（今此経者、二蔵之中、菩薩蔵収。
漸教衆生、長養法門。）（『涅槃義記』巻一之上、総論、大正蔵
37巻、631頁中） 
 
『涅槃経』は、菩薩蔵に属し、主に漸入の衆生を教え導く経典
だと言う。 
 慧遠は、衆生の持っている能力のありよう、また能力の変化
に注目し、教えの対象としての衆生を、声聞声聞、縁覚声聞、
漸入菩薩、頓悟菩薩の四つに分けて捉える。そしてその四つの
能力に対応して説かれる教えとして、仏法を、二種類の声聞（声
聞声聞・縁覚声聞）に対する教え（声聞蔵）と二種類の菩薩（漸
入菩薩・頓悟菩薩）に対する教え（菩薩蔵）の二つに分類する
のである。 
ところでまた、慧遠には、次に見るように、仏法を四つに分
類する考え方が確認できる。 
 
 仏法を大まかに分けると、大乗と小乗との二つになるが、細
かく分けると四つになる。第一に、立性宗である。小乗の中
の浅薄な教えで、もろもろの現象にはそのものとしての実質
が有ると述べる。第二に、破性宗である。小乗の中の深遠な
教えで、もろもろの現象は仮に存在し、そのものとしての実
質が無いと述べる。第三に、破相宗である。大乗の中の浅薄
な教えで、もろもろの現象の因縁によってある姿を打ち破り、
諸仏は結局のところ空寂であると述べる。第四は、顕実宗で
ある。大乗の中の深遠な教えで、妄情が捉えるもろもろの現
象は結局のところ有ではなく、真実の法界は常住であって壊
れることが無いと述べる。（於仏法中、麁分有二、唯大与小、
細分有四。一立性宗。小乗中浅、宣説諸法、各有体性。二破
性宗。小乗中深、宣説諸法、仮有無性。三破相宗。大乗中浅、
破遣諸法因縁之相、宣説諸仏畢竟空寂。四顕実宗。大乗中深、
宣説妄情所取諸法畢竟不有、真実法界常住不壊。）（『涅槃義記』
巻五、聖行品、大正蔵37巻、738頁下） 
 
仏法は、大まかに分けると、大乗と小乗との二つに分けられる
が、細かく見てみると、現象にそのものとしての実質が有ると
説く立性宗、現象が仮に存在しておりそのものとしての実質が
無いと説く破性宗、現象の因縁によって有る姿形を打ち破る破
相宗、真実の法界の常住であることを説く顕実宗の四つに分け
られる。この四つの教えは、小乗の中の浅薄な教えである立性
宗から、小乗の中の深遠な教えである破性宗、大乗の中の浅薄
な教えである破相宗から、更に大乗の中の深遠な教えである顕
実宗へと、次第に深まっていく関係にある。先に見た声聞蔵、
菩薩蔵という捉え方が、大乗・小乗という教えを受け取る衆生
の能力に注目した捉え方であるのに対し、ここでの四宗の捉え
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注釈:因に二種有る。第一に法仏性、第二に報仏性である。如
来蔵の実質が、法仏性である。この実質の上に、報仏を生み
出すことのできるという意義があるのを、報仏性と名づける。
法仏性は、性浄涅槃という果報に対しては、了因であり、生
因ではない。だから下文で「涅槃の因というのは、仏性のこ
とであり、仏性の実質は、涅槃を生み出さない」と言ってい
る。どうして了因とするのか。如来蔵は、実質が真法であり、
これを磨けば明らかになる。本来、涅槃を成就するというこ
とを明らかにすることができるので、了因と名づける。瓶の
中の灯火のごとく、現われるという意義があり、瓶が破られ
れば灯火が現われるのである。報仏性は、方便涅槃、菩提と
いう果報に対しては、生因である。本来、菩提を生み出すこ
とができるという意義があるので、生因と名づける。（因有
二種。一法仏性、二報仏性。如来蔵体、是法仏性。於此体上、
有可出生報仏之義、名報仏性。其法仏性、望彼涅槃性浄之果、
但是了因、而非生因。故下文言、涅槃因者、所謂仏性、仏性
之性、不生涅槃。云何為了。彼如来蔵、性是真法、研之則明。
従本已来、有可顕了成涅槃義、故名了因。如瓶中灯、有可見
義、瓶破則見。其報仏性、望彼菩提方便之果、是其生因。従
本已来、有可出生菩提之義、故名生因。）（『涅槃義記』巻八、
師子吼菩薩品、大正蔵37巻、834頁下） 
 
仏性とは、涅槃の原因だと捉えることのできるものであるが、
それには、法仏性と報仏性との二つが有る。法仏性は、性浄涅
槃を齎すもので、何かを明らかにする原因としての了因で、そ
れはまた「如来蔵」とも言われる。報仏性は、方便涅槃を齎す
もので、何かを生み出す原因としての生因である。如来蔵とし
ての法仏性は、その実質が真法、すなわち真実の現象そのもの
であり、それを覆っているもの（煩悩）を磨いてその実質を明
らかにすると、性浄涅槃が実現されることから、法仏性は了因
であると言う。 
 この如来蔵については、また次の記述が目を引く。 
 
経文「仏言。善男子。我者即是如来蔵義。一切衆生、悉有仏
性、即是我義。如是我義、従本已来、常為無量煩悩所覆、是
故衆生不能得見。」（『涅槃経』巻七、如来性品、大正蔵12巻、
407頁中） 
注釈:初めに「我」と言うのは、如来蔵のことで、我の実質を
斥けることを指す。直ちに我と説くと、情がとらわれてしま
うのを恐れる。そこで、蔵と説くのである。如来蔵とは、仏
性の異名である。その実質を論じると、真識心である。この
心の中に、法界の無数の仏法を含んでいるから、蔵と名づけ
る。また無量の煩悩に含まれるので、蔵と名づける。如来の
法身がこの蔵の中に含まれているので、如来蔵と名づける。
またこの蔵の中から如来を生み出すので、如来蔵と名づける。
……あらゆる衆生には、如来蔵が有り、仏の原因となること
ができるので、仏性が有ると名づける。（初言我者、即如来
蔵、指斥我体。望直説我、懼同情取。以是義故、対蔵以説。
如来蔵者、仏性異名。論其体也、是真識心。於此心中、該含
法界恒沙仏法、故名為蔵。又為無量煩悩所蔵、亦名為蔵。如
来法身、蘊此蔵中、名如来蔵。又此蔵中、出生如来、是故亦
名為如来蔵。……一切衆生、有如来蔵、能為仏因、名有仏性。）
（『涅槃義記』巻三、如来性品、大正蔵37巻、692頁下） 
 
如来蔵は、仏性の異名であり、その実質は真識心である。それ
が如来蔵と言われるのは、さまざまな仏法を含んでおり、さま
ざまな煩悩に覆い隠されており、また真実の法身を含みそこか
ら如来を生み出すからである。あらゆる衆生にはこうした如来
蔵が有り、成仏の原因となるので、仏性が有るとされるのだと
言う。かくて、如来蔵とか、心とかいうことが問題となってく
る。 
 まず、如来蔵についての慧遠のいくつかの主張を見よう。 
 
経文「所言苦者、不名聖諦。何以故。若言苦是苦聖諦者、一
切牛羊驢馬及地獄衆生、応有聖諦。」（『涅槃経』巻七、如来
性品、大正蔵12巻、406頁中） 
注釈:苦の実質が如来蔵である。如来蔵とは、あらゆる凡夫と
仏との実質である。仏という観点から見れば、本来常に清ら
かである。如来蔵のほかに得るべき生死の生というものは無
い。だから如来蔵は仏身であり仏徳なのである。凡夫という
観点から見ると、如来蔵は、妄らなものに覆われている。覆
われた蔵は、後の顕かになった時点で見ると、法身が本とな
っている。それを説いて仏因とし、仏性とするのである。こ
のような仏性は、実諦や法身と、全く区別が無い。だから下
文で「苦有り、諦有り、実有り、ないし道有り、諦有り、実
有り」と説く。実諦というのが、如来である。仏性は虚空で
あり、差別が無いので、今仏身と仏のさまざまな徳を説いて、
苦の実質とするのである。この苦の実質に惑っているから、
苦諦に惑うと名づけるのである。（苦之実性、是如来蔵。如
来蔵者、乃是一切凡仏之体。拠仏以望、本来常浄。蔵外無一
生死可得。故如来蔵、即是仏身、即是仏徳。就凡以論、彼如
来蔵、為妄所覆。所覆之蔵、与後顕時、法身為本。説為仏因、
説為仏性。如此仏性、与彼実諦、及仏法身、無二無別。故下
文言、有苦有諦有実、乃至有道有諦有実。是実諦者、即是如
来。仏性虚空、以無別故、今説仏身、及仏諸徳、以為苦実。
迷此苦実、名迷苦諦。）（『涅槃義記』巻三、如来性品、大正
蔵37巻、690頁下） 
 
如来蔵は、惑っている凡夫と悟っている仏との実質である。そ
の実質は、仏身であり仏徳で、真実である実諦や法身と全く区
別が無いのだが、凡夫の状態では、それが妄らな煩悩に覆われ、
現われ出ていない。こうした如来蔵は、仏因、仏性などと説か
れる。またそうした如来蔵の実質である仏身と仏のさまざまな
徳の分からないことを苦諦（苦しみの生存の本質）に惑った状
態とする。 
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経文「修苦滅者、逆於一切諸外道等。若言修空是滅諦者、一
切外道、亦修空法、応有滅諦。若有説言、有如来蔵、雖不可
見、若能滅除一切煩悩、爾乃得入。」（『涅槃経』巻七、如来
性品、大正蔵12巻、406頁下） 
注釈:一つの苦滅諦が、如来蔵であり、如来蔵は、真識心であ
る。この真心の中に、あらゆる無数の仏法を備えている。い
わゆる智慧、三昧、神通、解脱などのことである。妄心の中
に、無数の煩悩を備えているようなものである。この心と仏
法とは、その実質を一つにしており、離れず異なることがな
い。如来蔵の中に、このことを備えているので、有と名づけ
る。蔵の実質が有るとはいえ、惑いに隠されていて、現われ
ていない。煩悩を断ち切ると、必ずこれを獲得できるから、
有であると知れるのである。（一苦滅諦、是如来蔵。如来蔵
者、是真識心。是真心中、具有一切恒沙仏法。所謂智慧三昧
神通解脱等法。如妄心中、具有恒沙諸煩悩法。是心与法、同
一体性、不離不異。如来蔵中、具有是義、故名為有。蔵体雖
有、而為惑隠、不可得見。断煩悩已、定必得之、故知是有。）
（『涅槃義記』巻三、如来性品、大正蔵37巻、691頁中） 
 
如来蔵は真識心であり、そうした真識心の中にあらゆる仏法、
すなわち優れた智慧、三昧、神通、解脱などが備わっているの
だが、煩悩に隠されていて、その実質がたち現われていない。
煩悩を断ち切ることによって、その真識心の実質が表われ、悟
りへと至るのだと言う。 
 こうした真識心や真心について、慧遠はまた、次のように言
う。 
 
経文「非仏性者、所謂一切牆壁瓦石無情之物。離如是等無情
之物、是名仏性。」（『涅槃経』巻三七、迦葉品、大正蔵12巻、
581頁上） 
注釈:仏性に二種類有る。第一に知る働きを持つもので、真識
心のことである。この真識心は、衆生は持っているが、その
他のものには無い。だから上で「仏性とは、衆生のことだ」
と説く。また妄心の有るところに、この真心が有り、妄心の
無いところには、真心が無い。だから上で「心の有る者は、
悉く仏性が有る」と説く。第二に知る対象となるもので、有
無とか非有無とか言うあらゆる事柄のことである。これは内
と外に通じたもので、ただ内に限ったことではない。（性有
二種。一能知性。謂真識心。此真識心、衆生有之、外法即無。
故上説言、夫仏性者、謂衆生也。又妄心処、有此真心。無妄
心処、即無真心。故上説言、凡有心者、悉有仏性。二所知性。
所謂有無非有無等一切法門。此通内外、不唯在内。）（『涅槃
義記』巻一〇、迦葉品、大正蔵37巻、884頁下） 
 
真識心は真心とも言い、衆生の妄心、すなわち惑ったみだらな
心に即して、その真心は有る。 
 
経文「善男子。空者、所謂内空・外空・内外空・有為空・無
為空・無始空・性空・無所有空・第一義空・空空・大空。」（『涅
槃経』巻一六、梵行品、大正蔵12巻、461頁中） 
注釈:真心はあらゆる姿（相）を離れており、そこで空と名づ
ける。また真識の中には、世界の無数の仏法を広く備えてい
る。このもろもろの仏法は、その実質が同じであり、互いに
集まって出来上がっているのだ。何かそのものとしての実質
を保っている法門が有るわけではない。だから空だと説く。
世界はみな空であるから、空が大でないことはない。だから
その実情を大空と説くのである。（真心離相、故名為空。又
真識中、曠備法界恒沙仏法。是諸仏法、同一体性、互相集成。
未有一門別守自性。故説為空。法界皆空、空寧不大。是以就
実説為大空。）（『涅槃義記』巻六、梵行品、大正蔵37巻、758
頁上） 
 
この真心は、何か具体的な姿形を持っているものではない。ま
た真心は、世界の無数の仏法を広く備えており、それ以外に何
かそのものとしての実質を備えてはいないことから、その点で
「空」「大空」であると言う。 
 このような真識心、真心については、また次のような分析的
な記述が目を引く。 
 
経文「或有説言有心数法、或有説言無心数法。」（『涅槃経』
巻三三、迦葉品、大正蔵12巻、563頁中） 
注釈:次に正しい道理を弁じてみると、道理とは心法のことで
ある。この心に理屈の有るものと、理屈の無いものとが有る。
どういうことか。二つに分けて考えてみよう。第一に、粗い
ものと細かいものとの区別である。心に三重有る。第一に事
識、六識心のことである。第二に妄識、七識心のことである。
第三に真識、八識心のことである。事識の中には、定めて理
屈が有る。もろもろの心の現象が、それぞれ分かれているか
らである。真識の中には、定めて理屈が無い。あらゆる心の
現象が、同じ実質を持っているからである。……妄識の中に
は、粗いものが有って細かいものが無い。それはどういうこ
とか。妄識の中には、六重の意義が有る。馬鳴が説いている
通り。第一に無明。第二に業識。前の無明によって、妄念が
忽然として動くので、業と名づける。第三に転識。前の業識
によって、心の姿が次第に粗くなり、認識の対境世界を起こ
す。第四に現識。前の転識によって起こった妄境が、自心に
現われる。第五に智識。前の現識に現われた現象に対し、染
と浄とか違うとか従うといった区別を立てる。第六に相続識。
前の智識の捉えた現象に対し、自心を動かす。心が妄なる対
境に従って、次々と現われて絶えることが無いのを、相続識
と名づける。六つの識のうち前の四つは、心の働きが細かく、
心の他に別に心と相応する理屈の有るのを説かない。だから
互いに染まらないと説く。後の二つの識は粗く、心が理屈と
分かれるので、理屈と心とが相応する。だから互いに染まる
と説く。ここまでが第一の粗いものと細かいものとの区別で
ある。第二に、事識について意義に従っての区別である。一
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注釈:因に二種有る。第一に法仏性、第二に報仏性である。如
来蔵の実質が、法仏性である。この実質の上に、報仏を生み
出すことのできるという意義があるのを、報仏性と名づける。
法仏性は、性浄涅槃という果報に対しては、了因であり、生
因ではない。だから下文で「涅槃の因というのは、仏性のこ
とであり、仏性の実質は、涅槃を生み出さない」と言ってい
る。どうして了因とするのか。如来蔵は、実質が真法であり、
これを磨けば明らかになる。本来、涅槃を成就するというこ
とを明らかにすることができるので、了因と名づける。瓶の
中の灯火のごとく、現われるという意義があり、瓶が破られ
れば灯火が現われるのである。報仏性は、方便涅槃、菩提と
いう果報に対しては、生因である。本来、菩提を生み出すこ
とができるという意義があるので、生因と名づける。（因有
二種。一法仏性、二報仏性。如来蔵体、是法仏性。於此体上、
有可出生報仏之義、名報仏性。其法仏性、望彼涅槃性浄之果、
但是了因、而非生因。故下文言、涅槃因者、所謂仏性、仏性
之性、不生涅槃。云何為了。彼如来蔵、性是真法、研之則明。
従本已来、有可顕了成涅槃義、故名了因。如瓶中灯、有可見
義、瓶破則見。其報仏性、望彼菩提方便之果、是其生因。従
本已来、有可出生菩提之義、故名生因。）（『涅槃義記』巻八、
師子吼菩薩品、大正蔵37巻、834頁下） 
 
仏性とは、涅槃の原因だと捉えることのできるものであるが、
それには、法仏性と報仏性との二つが有る。法仏性は、性浄涅
槃を齎すもので、何かを明らかにする原因としての了因で、そ
れはまた「如来蔵」とも言われる。報仏性は、方便涅槃を齎す
もので、何かを生み出す原因としての生因である。如来蔵とし
ての法仏性は、その実質が真法、すなわち真実の現象そのもの
であり、それを覆っているもの（煩悩）を磨いてその実質を明
らかにすると、性浄涅槃が実現されることから、法仏性は了因
であると言う。 
 この如来蔵については、また次の記述が目を引く。 
 
経文「仏言。善男子。我者即是如来蔵義。一切衆生、悉有仏
性、即是我義。如是我義、従本已来、常為無量煩悩所覆、是
故衆生不能得見。」（『涅槃経』巻七、如来性品、大正蔵12巻、
407頁中） 
注釈:初めに「我」と言うのは、如来蔵のことで、我の実質を
斥けることを指す。直ちに我と説くと、情がとらわれてしま
うのを恐れる。そこで、蔵と説くのである。如来蔵とは、仏
性の異名である。その実質を論じると、真識心である。この
心の中に、法界の無数の仏法を含んでいるから、蔵と名づけ
る。また無量の煩悩に含まれるので、蔵と名づける。如来の
法身がこの蔵の中に含まれているので、如来蔵と名づける。
またこの蔵の中から如来を生み出すので、如来蔵と名づける。
……あらゆる衆生には、如来蔵が有り、仏の原因となること
ができるので、仏性が有ると名づける。（初言我者、即如来
蔵、指斥我体。望直説我、懼同情取。以是義故、対蔵以説。
如来蔵者、仏性異名。論其体也、是真識心。於此心中、該含
法界恒沙仏法、故名為蔵。又為無量煩悩所蔵、亦名為蔵。如
来法身、蘊此蔵中、名如来蔵。又此蔵中、出生如来、是故亦
名為如来蔵。……一切衆生、有如来蔵、能為仏因、名有仏性。）
（『涅槃義記』巻三、如来性品、大正蔵37巻、692頁下） 
 
如来蔵は、仏性の異名であり、その実質は真識心である。それ
が如来蔵と言われるのは、さまざまな仏法を含んでおり、さま
ざまな煩悩に覆い隠されており、また真実の法身を含みそこか
ら如来を生み出すからである。あらゆる衆生にはこうした如来
蔵が有り、成仏の原因となるので、仏性が有るとされるのだと
言う。かくて、如来蔵とか、心とかいうことが問題となってく
る。 
 まず、如来蔵についての慧遠のいくつかの主張を見よう。 
 
経文「所言苦者、不名聖諦。何以故。若言苦是苦聖諦者、一
切牛羊驢馬及地獄衆生、応有聖諦。」（『涅槃経』巻七、如来
性品、大正蔵12巻、406頁中） 
注釈:苦の実質が如来蔵である。如来蔵とは、あらゆる凡夫と
仏との実質である。仏という観点から見れば、本来常に清ら
かである。如来蔵のほかに得るべき生死の生というものは無
い。だから如来蔵は仏身であり仏徳なのである。凡夫という
観点から見ると、如来蔵は、妄らなものに覆われている。覆
われた蔵は、後の顕かになった時点で見ると、法身が本とな
っている。それを説いて仏因とし、仏性とするのである。こ
のような仏性は、実諦や法身と、全く区別が無い。だから下
文で「苦有り、諦有り、実有り、ないし道有り、諦有り、実
有り」と説く。実諦というのが、如来である。仏性は虚空で
あり、差別が無いので、今仏身と仏のさまざまな徳を説いて、
苦の実質とするのである。この苦の実質に惑っているから、
苦諦に惑うと名づけるのである。（苦之実性、是如来蔵。如
来蔵者、乃是一切凡仏之体。拠仏以望、本来常浄。蔵外無一
生死可得。故如来蔵、即是仏身、即是仏徳。就凡以論、彼如
来蔵、為妄所覆。所覆之蔵、与後顕時、法身為本。説為仏因、
説為仏性。如此仏性、与彼実諦、及仏法身、無二無別。故下
文言、有苦有諦有実、乃至有道有諦有実。是実諦者、即是如
来。仏性虚空、以無別故、今説仏身、及仏諸徳、以為苦実。
迷此苦実、名迷苦諦。）（『涅槃義記』巻三、如来性品、大正
蔵37巻、690頁下） 
 
如来蔵は、惑っている凡夫と悟っている仏との実質である。そ
の実質は、仏身であり仏徳で、真実である実諦や法身と全く区
別が無いのだが、凡夫の状態では、それが妄らな煩悩に覆われ、
現われ出ていない。こうした如来蔵は、仏因、仏性などと説か
れる。またそうした如来蔵の実質である仏身と仏のさまざまな
徳の分からないことを苦諦（苦しみの生存の本質）に惑った状
態とする。 
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面で有るとし一面で無いとする。ただ一つの知の実質が、働
きによって多数に分かれ、心の他に別に理屈の無いようにさ
せる。だから有でないと言う。……働きに従って分かれ、さ
まざまな心の働き具合が、それぞれに姿を取るから、理屈が
有ると言う。……心の現象は以上のようである。（次辨道理、
理則心法。亦得有数、亦得無数。是義云何。分別有二。一麁
細分別。心有三重。一者事識、謂六識心。二者妄識、謂七識
心。三者真識、謂八識心。彼事識中、一向有数。諸心心法、
各各別故。真識之中、一向無数。一切心法、同一体故。……
妄識之中、麁有細無。是義云何。彼妄識中、義別六重。如馬
鳴説。一無明住地。二者業識。依前無明、不覚妄念、忽然而
動、動故名業。三者転識。依前業識、心相漸麁、転起外境。
四者現識。依前転識、所起妄境、応現自心。五者智識。於前
現識、所現法中、分別染浄違順等別。六相続識。向前智識所
取之法、漂鼓自心。心随妄境、相乗不断、名相続識。六中前
四、心想微細、不説心外別有諸数共心相応。故論説為不相応
染。後二浮麁、心与数別、共心相応。故論説為心相応染。此
是第一麁細分別。二就事識随義分別。亦有亦無。唯一知性、
随用分多、非令心外別有諸数。故言非有。……随用別分、想
行受等、各守自相、得言有数。……心法如是。）（『涅槃義記』
巻九、迦葉品、大正蔵37巻、864頁中～下） 
 
心とそれが生み出す現象世界を考えてみた時に、心には三つの
区別が有る。第一に事識、すなわち六識心、第二に妄識、すな
わち七識心、第三に真識、すなわち八識心である。そのうち特
に妄識について、さまざまな現象の生み出される経過が、詳し
く述べられる。すなわち、根本的な無知である無明から妄念が
忽然と動いて業識が生まれ、業識から認識の対境世界を起こし
て転識が生まれ、転識が心に現われて現識となり、現識に現わ
れた現象に分別を働かせて智識が生まれ、智識の捉えた現象に
対して次々と心が働いて相続識が生まれるといった具合である。 
 衆生は、現実の世界の中で、さまざまな現象に取り囲まれて
生きているわけだが、ここではそうしたさまざまな現象世界を
心が生み出すという観点に立ち、そうした心の三つのありよう
を述べている。事識とは、さまざまな現象がそれぞれに存在し
ている状態で、現象それぞれが固有の理屈を持って成り立って
いる。妄識とは、先に見たように、それぞれの現象が現象とし
て成り立つ経過を表わした状態で、無明・業識・転識・現識の
四つは心の細かい働きであり、現象固有の理屈を持たない。智
識と相続識とは心の粗い働きであり、現象固有の理屈が有る。
真識とは、あらゆる現象が同じ実質を持っている状態なので、
それぞれの現象について固有の理屈が無い。 
事識として現われる現実のさまざまな現象世界は、無明を出
発点として妄識から生み出されるものと考えられるが、その実
質は真識であるとして良いと思う。真識は八識心であり、真識
という次元で見た時には、現象は、同一の実質を持ったものと
して捉えられるので、そこには現象世界に認められるような煩
雑な分別理屈が無いというのであろう。衆生は、事識、妄識を
克服・解消し、真実である真識を把捉することが求められるの
だと思われる。この資料を見る限り、真識の何たるかについて
は、八識心であるという以外に余りはっきりしないのだが、慧
遠は無明という煩悩と真識との関わりについて注釈で言及して
いるので、節を改めてそのことを見よう。 
 
㻞㻙㻟㻌 「無明」について㻌
 「無明」は、衆生の抱える根本的な煩悩であるが、それはど
ういうものなのか、またそうした「無明」と先に見た真識心、
真心との関わりはどのようであるか。 
 まず慧遠の「無明」についての考えを見よう。 
 
経文「無明漏者、不能了知我及我所、不別内外、名無明漏。」
（『涅槃経』巻三七、迦葉品、大正蔵12巻、583頁上） 
注釈:我と我の対象とを広く捉えると四つになる。第一に、精
神の主体を我とし、もろもろの感覚器官を我の対象とするも
の。それが無であることを知らないのを、無明と言う。第二
に、仮の人を我と名づけ、仮の現象を我の対象とするもの。
それが無であることを知らないのを無明と言う。第三に、精
神的な事柄を我と名づけ、外に有る現象を我の対象とするも
の。それが無であることを知らないのを、無明と言う。第四
に、仏性を我と名づけ、真実の中に有るさまざまな徳を分け
て我の対象とするもの。だから上文で「我と我の対象とを知
る、そういう人を出世の人と言い、そのことを知らないのを
無明と名づける」と説く。内と外ということについて、また
多くの解釈が有る。第一に、衆生を内と名づけ、外界の現象
を外と名づけるもの。その無であることが分からないのを、
無明と名づける。第二に、感覚器官の認識する現象を外とし、
苦や無常といった現象を内とするもの。これらを知らないの
を、無明と名づける。第三に、現象が有るということを外と
し、空であるという道理を内とするもの。これらを知らない
のを、無明と名づける。第四に、真実の現象を内とし、真実
の作用を外とするもの。これらを知らないのを、無明と名づ
ける。第五に、真性を内とし、真実の作用を外とする。これ
らを知らないのを、無明と名づける。（我及我所、汎解有四。
一神主為我、諸陰為所。不知此無、名曰無明。二仮人名我、
仮法為所。不知此無、名為無明。三内法名我、外法為所。不
知此無、称曰無明。四仏性名我、真中所有徳義差別説為我所。
故上文言、知我我所、是人出世、不識此義、名曰無明。内之
与外、解亦多種。一衆生名内、外法為外。不了此無、名曰無
明。二陰界等事相為外、苦無常等法相為内。不識此等、名曰
無明。三有法為外、空理為内。不識此等、名為無明。四真法
為内、情相為外。不識此等、名曰無明。五真性為内、真用為
外。不識此等、名為無明。）（『涅槃義記』巻一〇、迦葉品、
大正蔵37巻、887頁中～下） 
 
無明とは、さまざまに説かれる我と我の対象（我所）について、
それらが無（空）であることを知らないことである。すなわち、
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精神の主体と感覚器官、仮の人と仮の現象、精神的な事柄と外
に有る現象、仏性とさまざまな徳といった、相待的な関係の中
で成り立っている二つの事柄それぞれについて、それらが実質
を持たず無（空）であることが分からないのを無明とする。同
様にまた、さまざまに説かれる内と外について、それらが無（空）
であることを知らないことを無明とする。すなわち、衆生と外
界の現象、苦や無常といった現象と感覚器官の認識する現象、
空であるという道理と現象が有るということ、真実の現象と真
実の作用、真性と真実の作用といった、やはり相待的な関係の
中で成り立っている二つの事柄それぞれについて、それらが実
質を持たず無（空）であることが分からないのを無明とするの
だと言う。 
 
経文「善男子。一切衆生、身及煩悩、倶無先後、一時而有。
雖一時有、要因煩悩而得有身、終不因身有煩悩也。」（『涅槃
経』巻四〇、憍陳如品、大正蔵12巻、599頁中） 
注釈:問い。無明は何によって生じるのか。真識によって生じ
る。真識は何によるのか。真実の現象は常住であり、虚空の
ようなもので、更によるところは無い。文中では先に「同時
による」と明らかにしている。あらゆる衆生の、身と煩悩と
は、先後の順番は無く、同時に有るというのは、無明と同時
に有るのである。（問曰、無明依何而生。依真識生。真識依
何。真法常住、猶如虚空、更無所依。文中先明、同時相依。
一切衆生、身及煩悩、倶無先後、一時有者、与無明地、一時
有也。）（『涅槃義記』巻一〇之下、憍陳如品、大正蔵 37 巻、
900頁中） 
 
そして、そうした無明は、真識心によって起こるものだとする。
また、無明は、衆生の身と同時に起こるものであると述べる。 
 
経文「善男子。明与無明、亦復如是。若与煩悩諸結倶者、名
為無明。若与一切善法倶者、名之為明。」（『涅槃経』巻八、
如来性品、大正蔵12巻、411頁中） 
注釈:一つの仏性の実質が、さまざまな煩悩と共にあることを、
無明と名づける。善い現象と共にあることを、明と名づける。
明と無明とは、その実質は二ではなく、何がその実質になっ
ているかと言えば、真識心である。（一仏性体、与諸結倶、
名為無明。与善法倶、名之為明。明与無明、体性無二、何者
性体、謂真識心。）（『涅槃義記』巻四、如来性品、大正蔵 37
巻、704頁下） 
 
衆生の無明という煩悩、煩悩の無い「明」という状態は、その
実質としては一つであり、真識心に他ならない。 
 
経文「若言無明因縁諸行、凡夫之人、聞已分別、生二法想。
明与無明、智者了達其性無二。無二之性、即是実性。」（『涅
槃経』巻八、如来性品、大正蔵12巻、410頁下） 
注釈:明と無明とは、異なるとはいっても、その実質は二では
なく、一つの真心であり、それが縁に従って変化し、さまざ
まな現象となるのである。……如来蔵に惑っているから、生
死にまといつかれた生存が齎される。生死の実質は、如来蔵
である。だから無二と言う。（明無明等、雖復別異、実性不
二、一真心体、随縁転変、為諸法故。……迷如来蔵、以為生
死。生死之体、是如来蔵。故曰無二。）（『涅槃義記』巻四、
如来性品、大正蔵37巻、702頁下） 
 
無明と明との実質はまた真心であり、如来蔵に他ならないのだ
と言う。 
 以上、無明とは、我と我の対象（我所）とか、内と外とかに
分けられる、相待的な関係で成り立っている二つの事柄につい
て、それぞれが無（空）であり実質を持たないことを知らない
ことなのだが、そうした無明の実質は真識心、真心に他ならな
い。真心が、衆生の縁により、明・無明に分かれてくる。衆生
が何かを認識する身体を持つようになると同時に、無明が現わ
れ、無明からさまざまな煩悩を生じ、真心を覆い隠すのである。
かくて、衆生には如来蔵が有ると言われる。 
 ここまで、第2章で、「涅槃」や「仏性」といった事柄を中心
に、『涅槃義記』の注釈を見てきた。慧遠にとって涅槃とは、性
浄涅槃・方便涅槃・応化涅槃の三つであるが、特に重要なのは
性浄涅槃である。その性浄涅槃は、如来蔵である法仏性がそれ
を覆っている煩悩の解消された状態に他ならない。そうした法
仏性の実質は真識心、真心であり、その真心がもとになって涅
槃も煩悩も齎される。かくて衆生は、煩悩を滅し、唯一である
真心を把捉することが求められるのだと言えよう。 
次に章を改めて、『涅槃義記』全般に窺われる、慧遠の思惟の
特徴を指摘し、考察してみよう。 
 
第 㻟章㻌 慧遠の思惟の筋道―性と相とをめぐって㻌
 
 第1章で少し触れておいたが、慧遠は、「性」と「相」という
ことに注目し、仏法の捉え方について、立性宗、破性宗、破相
宗といった見方を提示しているが、こうした「性」と「相」と
いう事柄は、単に仏法の捉え方だけに留まらず、慧遠の思惟の
根幹のところに関わる事柄のようで、慧遠は『涅槃義記』の随
所で「性」「相」ということに言及している。以下に見ていこう。 
 
経文「復次善男子。衆生起見、凡有二種。一者常見、二者断
見。如是二見、不名中道。無常無断、乃名中道。無常無断、
即是観照十二因縁智。如是観智、是名仏性。二乗之人、雖観
因縁、猶亦不得名為仏性。仏性雖常、以諸衆生、無明覆故、
不能得見。又未能渡十二因縁河、猶如兎馬。何以故。不見仏
性故。善男子。是観十二因縁智慧、即是阿耨多羅三藐三菩提
種子。以是義故、十二因縁、名為仏性。」（『涅槃経』巻二七、
師子吼菩薩品、大正蔵12巻、523頁下～524頁上） 
注釈:問い。因縁はどうして中道なのか。六つの方向から解釈
しよう。第一に断常ということについての解釈である。事柄
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面で有るとし一面で無いとする。ただ一つの知の実質が、働
きによって多数に分かれ、心の他に別に理屈の無いようにさ
せる。だから有でないと言う。……働きに従って分かれ、さ
まざまな心の働き具合が、それぞれに姿を取るから、理屈が
有ると言う。……心の現象は以上のようである。（次辨道理、
理則心法。亦得有数、亦得無数。是義云何。分別有二。一麁
細分別。心有三重。一者事識、謂六識心。二者妄識、謂七識
心。三者真識、謂八識心。彼事識中、一向有数。諸心心法、
各各別故。真識之中、一向無数。一切心法、同一体故。……
妄識之中、麁有細無。是義云何。彼妄識中、義別六重。如馬
鳴説。一無明住地。二者業識。依前無明、不覚妄念、忽然而
動、動故名業。三者転識。依前業識、心相漸麁、転起外境。
四者現識。依前転識、所起妄境、応現自心。五者智識。於前
現識、所現法中、分別染浄違順等別。六相続識。向前智識所
取之法、漂鼓自心。心随妄境、相乗不断、名相続識。六中前
四、心想微細、不説心外別有諸数共心相応。故論説為不相応
染。後二浮麁、心与数別、共心相応。故論説為心相応染。此
是第一麁細分別。二就事識随義分別。亦有亦無。唯一知性、
随用分多、非令心外別有諸数。故言非有。……随用別分、想
行受等、各守自相、得言有数。……心法如是。）（『涅槃義記』
巻九、迦葉品、大正蔵37巻、864頁中～下） 
 
心とそれが生み出す現象世界を考えてみた時に、心には三つの
区別が有る。第一に事識、すなわち六識心、第二に妄識、すな
わち七識心、第三に真識、すなわち八識心である。そのうち特
に妄識について、さまざまな現象の生み出される経過が、詳し
く述べられる。すなわち、根本的な無知である無明から妄念が
忽然と動いて業識が生まれ、業識から認識の対境世界を起こし
て転識が生まれ、転識が心に現われて現識となり、現識に現わ
れた現象に分別を働かせて智識が生まれ、智識の捉えた現象に
対して次々と心が働いて相続識が生まれるといった具合である。 
 衆生は、現実の世界の中で、さまざまな現象に取り囲まれて
生きているわけだが、ここではそうしたさまざまな現象世界を
心が生み出すという観点に立ち、そうした心の三つのありよう
を述べている。事識とは、さまざまな現象がそれぞれに存在し
ている状態で、現象それぞれが固有の理屈を持って成り立って
いる。妄識とは、先に見たように、それぞれの現象が現象とし
て成り立つ経過を表わした状態で、無明・業識・転識・現識の
四つは心の細かい働きであり、現象固有の理屈を持たない。智
識と相続識とは心の粗い働きであり、現象固有の理屈が有る。
真識とは、あらゆる現象が同じ実質を持っている状態なので、
それぞれの現象について固有の理屈が無い。 
事識として現われる現実のさまざまな現象世界は、無明を出
発点として妄識から生み出されるものと考えられるが、その実
質は真識であるとして良いと思う。真識は八識心であり、真識
という次元で見た時には、現象は、同一の実質を持ったものと
して捉えられるので、そこには現象世界に認められるような煩
雑な分別理屈が無いというのであろう。衆生は、事識、妄識を
克服・解消し、真実である真識を把捉することが求められるの
だと思われる。この資料を見る限り、真識の何たるかについて
は、八識心であるという以外に余りはっきりしないのだが、慧
遠は無明という煩悩と真識との関わりについて注釈で言及して
いるので、節を改めてそのことを見よう。 
 
㻞㻙㻟㻌 「無明」について㻌
 「無明」は、衆生の抱える根本的な煩悩であるが、それはど
ういうものなのか、またそうした「無明」と先に見た真識心、
真心との関わりはどのようであるか。 
 まず慧遠の「無明」についての考えを見よう。 
 
経文「無明漏者、不能了知我及我所、不別内外、名無明漏。」
（『涅槃経』巻三七、迦葉品、大正蔵12巻、583頁上） 
注釈:我と我の対象とを広く捉えると四つになる。第一に、精
神の主体を我とし、もろもろの感覚器官を我の対象とするも
の。それが無であることを知らないのを、無明と言う。第二
に、仮の人を我と名づけ、仮の現象を我の対象とするもの。
それが無であることを知らないのを無明と言う。第三に、精
神的な事柄を我と名づけ、外に有る現象を我の対象とするも
の。それが無であることを知らないのを、無明と言う。第四
に、仏性を我と名づけ、真実の中に有るさまざまな徳を分け
て我の対象とするもの。だから上文で「我と我の対象とを知
る、そういう人を出世の人と言い、そのことを知らないのを
無明と名づける」と説く。内と外ということについて、また
多くの解釈が有る。第一に、衆生を内と名づけ、外界の現象
を外と名づけるもの。その無であることが分からないのを、
無明と名づける。第二に、感覚器官の認識する現象を外とし、
苦や無常といった現象を内とするもの。これらを知らないの
を、無明と名づける。第三に、現象が有るということを外と
し、空であるという道理を内とするもの。これらを知らない
のを、無明と名づける。第四に、真実の現象を内とし、真実
の作用を外とするもの。これらを知らないのを、無明と名づ
ける。第五に、真性を内とし、真実の作用を外とする。これ
らを知らないのを、無明と名づける。（我及我所、汎解有四。
一神主為我、諸陰為所。不知此無、名曰無明。二仮人名我、
仮法為所。不知此無、名為無明。三内法名我、外法為所。不
知此無、称曰無明。四仏性名我、真中所有徳義差別説為我所。
故上文言、知我我所、是人出世、不識此義、名曰無明。内之
与外、解亦多種。一衆生名内、外法為外。不了此無、名曰無
明。二陰界等事相為外、苦無常等法相為内。不識此等、名曰
無明。三有法為外、空理為内。不識此等、名為無明。四真法
為内、情相為外。不識此等、名曰無明。五真性為内、真用為
外。不識此等、名為無明。）（『涅槃義記』巻一〇、迦葉品、
大正蔵37巻、887頁中～下） 
 
無明とは、さまざまに説かれる我と我の対象（我所）について、
それらが無（空）であることを知らないことである。すなわち、
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について十二因縁を分けると、次第を踏んで生じるものであ
る。後のことは前のことによって起こるから、常ではない。
前のことは後のことを生じることができるので、断ではない。
常でも断でもないので、中道と名づける。第二に我を打ち破
ることについての解釈である。因縁という現象の中には、我
も人も無い。我が無いから、因縁という現象は、我の対象も
無いので、有ではない。因縁によって互いに生じるから、無
ではない。有でも無でもないので、中道と名づける。第三に
性を打ち破ることについての解釈である。十二因縁という現
象は、因縁に従っているので、そのものとしての実質が無い
から、有ではない。因縁によって互いに生じるので、無では
ない。有でも無でもないので、中道と名づける。第四に相を
打ち破ることについての解釈である。因縁によってある現象
は、惑った姿として存在し、究極的な道理としては本来無な
のである。ただその実質（性）が無いだけではなくて、その
姿（相）も実は得がたい。陽炎としてある水が、近くによっ
て見ると、水としての実質が無いだけでなく、水としての姿
も無いようなものである。究極的には本来無いから、有でな
いと名づける。惑った姿として存在するから、無でないと名
づける。有でもなく無でもないので、中道と名づける。第五
に心の働き（想）を打ち破ることについての解釈である。十
二因縁によって有る現象は、細かく追求していくと、心の他
に現象は無い。ただそれは妄想であり、自らの心が見るとこ
ろなのだ。夢の所見のように、全て心から起こるものなので
ある。心から起こるので、道理としては本来無であるから、
有でないと名づける。妄心の現われだから、無でないと説く。
有でも無でもないので、中道と名づける。第六に実質につい
ての解釈である。十二因縁は、その実質を突き詰めて考えて
みると、真心から起こったものであり、夢の中の動作のよう
に、全て心から起こったものなのだ。……真心は如来蔵の実
質である。古から今にわたるまで常に変わり無く、清浄であ
る。どういう因縁があって起こるのか分からないので、有で
はない。惑いに従って流転し、生死にまとわりつかれた生存
を齎すので、無ではないと説く。有でも無でもないので、中
道と名づける。またその真心は、姿を離れ実質を離れ、有で
はないと名づける。その実質にさまざまな世界の仏法を備え
ているので、無ではないと説く。有でも無でもないので、中
道と名づける。六つの解釈の中の前の五つは、虚妄であって
真実ではなく、生滅流転を繰り返し、「常楽我浄」とは言え
ないので、究極のところ仏の真の種ではないので、ここでは
論じない。第六番目の解釈は、その実質が「常楽我浄」であ
って、仏の種となることができるので、今中道と名づける。
（問曰。因縁云何為中。解有六義。一就破離断常分別。於事
分斉十二因縁、次第相生。後藉前起、是故非常。前能生後、
所以非断。非常非断、故名為中。二破我分別。因縁法中、無
我無人。以無我故、因縁之法、亦非我所、則為非有。因縁相
生、故復非無。非有非無、名為中道。三破性分別。十二縁法、
但集従縁、無有自性、所以非有。因縁相生、是故非無。非有
非無、故名為中。四破相分別。因縁之法、誑相而有、窮理本
無。不但無性、相亦叵得。如陽炎水、近観之時、非直無於水
性而已、水相亦無。窮理本無、名為非有。誑相似有、説為非
無。非有非無、名為中道。五破想分別。十二縁法、更細推求、
心外無法。但是妄想、自心所見。如夢所見、皆是心起。以心
起故、於理本無、名為非有。妄心自現、説為非無。非有非無、
名為中道。六就実分別。十二因縁、窮其本性、真心所起、如
夢所作、皆報心起。……真心即是如来蔵性。古今常湛、清浄
不変。何有因縁、起作可得、所以非有。随妄流転、集起生死、
説為非無。非有非無、故名中道。又彼真心、離相離性、名為
非有。体具法界恒沙仏法、説為非無。非有非無、名為中道。
六中前五、虚妄不真、生滅流転、非是常楽我浄之法、不能究
竟為仏真種、今此不論。第六一門、体真常楽我浄之法、能為
仏種、今名中道。）（『涅槃義記』巻八、師子吼菩薩品、大正
蔵37巻、825頁上～中） 
 
因縁が中道であることについて、六つの解釈の仕方が有る。第
一に、断滅と常住ということについての解釈、第二に、我を打
ち破ることについての解釈、第三に、性を打ち破ることについ
ての解釈、第四に、相を打ち破ることについての解釈、第五に、
想を打ち破ることについての解釈、第六に、実質についての解
釈である。 
第一の断滅と常住と言うことについての解釈とは、十二因縁
の関係の中で、後に来る事柄が前の事柄によって起こるから常
住ではなく、前の事柄は後の事柄を生じることができるので断
滅ではなく、従って、常住でも断滅でもない中道であるとする
ことである。第二の我を打ち破ることについての解釈とは、因
縁について見た時に、我と我の対象（我所）が認められないか
ら有ではなく、因縁によって我と我の対象（我所）が互いに生
じるから無ではなく、有でも無でもないので中道であるとする
ことである。第三の性を打ち破ることについての解釈とは、因
縁として有る現象は、そのものとしての実質が無いから有では
なく、因縁によって互いに生じるから無ではなく、有でも無で
もないので中道とすることである。第四の相を打ち破ることに
ついての解釈とは、因縁によって有る現象が、その姿形を持っ
ていないことから有ではなく、惑った姿形として有るので無で
はなく、有でもなく無でもないので中道とすることである。第
五の想を打ち破ることについての解釈とは、因縁によって有る
現象は妄想に他ならず、本来無なので有ではなく、心から現わ
れる妄想であるから無ではなく、有でも無でもないので中道と
することである。第六の実質についての解釈とは、因縁によっ
て有る現象は、真心から起こったものであり、どういう因縁が
有って起こるか分からないので有ではなく、生死にまとわりつ
かれた生存を齎すので無ではなく、有でも無でもないので中道
とすることである。 
この六つの解釈は、第一の現象の断滅と常住ということ、第
二の我と我の対象（我所）ということから、第三の現象にはそ
のものとしての実質が無いとすることへ、更に第四の現象は全
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て見かけだけでありそのものとしての姿形を持たないとするこ
とへ、更に第五の現象は全て妄想の現われだとすることへ、そ
して更に第六の現象は全て真心から起こったものであるとする
ことへという具合に、次第に深まっていく関係にあるものと思
われる。究極的には、十二因縁の実質が真心であるということ
になるのだが、そこに至る過程で、性を打ち破り相を打ち破る
ということが、悟りの深まりを示す重要な事柄として位置づけ
られていると見ることができる。 
 つまり、第一の段階は、現象の状態、ありようについて、断
滅とか常住とかいう相待的な関係のどちらか一方に偏って有る
のではないと認識する段階である。第二の段階は、第一の段階
を踏まえ、現象を認識する主体である我と認識対象である我の
対象（我所）という絶対的な区別は認められず、我と我の対象
（我所）は相待的な因縁関係によって成り立っていると認識す
る段階である。そして第三の性を打ち破る段階は、第二の段階
で明らかにした認識主体（我）と認識対象（我所）といった区
別に関わらず、全ての現象が実質を持たず、かつ因縁として成
り立っていると認識する段階である。あらゆる現象がそのもの
としての実質を持たず、空であるということを明らかに認識す
る段階であると言える。また第四の相を打ち破る段階は、第三
の段階で明らかにした現象が空であることを踏まえた上で、更
に現象にはそのものとして姿形が実は無く、かつ因縁としては
惑った姿形として成り立っていると認識する段階である。現象
の姿形自体が空であり、心の生み出した妄想であることを明ら
かに認識する段階であると言える。この第四の段階に至り、妄
想を生み出す心が問題とされるようになる。第五の段階は、第
四の段階で明らかにした心の妄想を打ち破り、妄想として有る
現象が空であると認識する段階である。そして最後の第六の段
階に至り、因縁によって有る現象が真心から起こったものであ
るという認識へ到達することになる。 
かくて、究極的な真心は、性も相も離れており、かつそこに
はあらゆる仏法が備わっていると言う。勿論、究極は第六番目
の、実質の真心を明らかにする段階にはなるのだが、その過程
で、現象が空であることを明らかにしつつ、空でありながらも
妄想としての現象が現実には存在するという認識への深まりを、
第三の性を打ち破る段階と、第四の相を打ち破る段階とで明ら
かにし、そこから第五の心の妄想の存在の認識、第六の真心の
存在の認識へと導いているように思われるのである。 
 こうした性を打ち破り、相を打ち破るということは、究極の
真心を明らかにする前段階の一過程に止まるばかりでなく、ま
た次のようにも言われる。 
 
経文「善男子。涅槃之性、実非有也。諸仏世尊、因世間故、
説言是有。」（『涅槃経』巻一八、梵行品、大正蔵 12 巻、468
頁下） 
注釈:涅槃は姿（相）を離れ、実質（性）を離れているから、
有でないと言うが、現象が無いわけではない。相を離れると
言うのは、それ自体としての姿が無く、他の姿も無いという
ことだ。性を離れると言うのは、数多くの徳が一体となり、
集まっているからだ。それ自体としての実質を守っている徳
が有るわけではない。有でないとはいえ、諸仏は世俗のこと
に名を借りて、それを説くのである。（涅槃離相、涅槃離性、
故言非有、非令無法。言離相者、無有自相、亦無他相。言離
性者、万徳同体、互相集成。未有一徳別守自性。雖復非有、
諸仏借彼世俗有名、而演説之。）（『涅槃義記』巻六、梵行品、
大正蔵37巻、768頁中） 
 
究極を表す涅槃について、涅槃というのは、相も性も離れたも
のであると言う。相を離れているというのは、それ自体として
の姿が無く、また他の何物の姿も無いことである。性を離れて
いるというのは、数多くの徳が一体となって集まっており、そ
れ自体としての実質の徳が無いからである。 
 
経文「善男子。仏性者、名第一義空。第一義空、名為智慧。
所言空者、不見空与不空。智者見空及与不空、常与無常、苦
之与楽、我与無我。空者一切生死、不空者謂大涅槃。乃至無
我者即是生死、我者謂大涅槃。見一切空不見不空、不名中道。
乃至見一切無我不見我者、不名中道。中道者、名為仏性。以
是義故、仏性常恒無有変易。無明覆故、令諸衆生不能得見。」
（『涅槃経』巻二七、師子吼菩薩品、大正蔵12巻、523頁中） 
注釈:この経文の中では三つの意義で仏性を説いている。第一
に、第一義空を仏性とするもの。第二に、智慧を仏性とする
もの。第三に、中道を仏性とするものである。仏性を第一義
空と名づける、これが初門である。仏性は広く世界のあらゆ
る種の意味を備えている。今ここでは一つの空ということに
ついて説いている。煩悩に染まるということについて仏性を
説くと、情にとらわれてしまうので、まず空と説く。仏性が
空であることについては、二つの意味が有る。第一に、姿（相）
を離れているのを空と名づける。実質が真実の有であるとは
いえ、一つの姿も無い。……このようにあらゆる妄心の分別
が相応せず、ただ対象世界を悟るだけなのだ。第二に、その
ものの実質（性）を離れているのを空と名づける。衆生の仏
性は、如来蔵である。如来蔵の中に、広く世界の数多くの仏
法を備えている。これらもろもろの仏法はその実質が同じで
あり、互いに集まっている。その他にそのものとしての実質
を守っている現象が無いから、空だと説く。空の意味は以上
である。（就中宣説三義為性。一第一義空、以為仏性。二智
慧為性。三中道為性。性者名為第一義空、是初門也。仏性門
中、曠備法界一切種義。今此且就一空門説。就染説性、喜同
情取、故説為空。性云何空、略有二義。一離相名空。体雖真
有、而無一相。……如是一切妄心分別、悉不相応、唯証境界。
二離性名空。衆生仏性、即如来蔵。如来蔵中、広備法界恒沙
仏法。是諸仏法同一体性、互相集成。無有一法別守自性、故
説為空。空義如是。）（『涅槃義記』巻八、師子吼菩薩品、大
正蔵37巻、823頁下～824頁上） 
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について十二因縁を分けると、次第を踏んで生じるものであ
る。後のことは前のことによって起こるから、常ではない。
前のことは後のことを生じることができるので、断ではない。
常でも断でもないので、中道と名づける。第二に我を打ち破
ることについての解釈である。因縁という現象の中には、我
も人も無い。我が無いから、因縁という現象は、我の対象も
無いので、有ではない。因縁によって互いに生じるから、無
ではない。有でも無でもないので、中道と名づける。第三に
性を打ち破ることについての解釈である。十二因縁という現
象は、因縁に従っているので、そのものとしての実質が無い
から、有ではない。因縁によって互いに生じるので、無では
ない。有でも無でもないので、中道と名づける。第四に相を
打ち破ることについての解釈である。因縁によってある現象
は、惑った姿として存在し、究極的な道理としては本来無な
のである。ただその実質（性）が無いだけではなくて、その
姿（相）も実は得がたい。陽炎としてある水が、近くによっ
て見ると、水としての実質が無いだけでなく、水としての姿
も無いようなものである。究極的には本来無いから、有でな
いと名づける。惑った姿として存在するから、無でないと名
づける。有でもなく無でもないので、中道と名づける。第五
に心の働き（想）を打ち破ることについての解釈である。十
二因縁によって有る現象は、細かく追求していくと、心の他
に現象は無い。ただそれは妄想であり、自らの心が見るとこ
ろなのだ。夢の所見のように、全て心から起こるものなので
ある。心から起こるので、道理としては本来無であるから、
有でないと名づける。妄心の現われだから、無でないと説く。
有でも無でもないので、中道と名づける。第六に実質につい
ての解釈である。十二因縁は、その実質を突き詰めて考えて
みると、真心から起こったものであり、夢の中の動作のよう
に、全て心から起こったものなのだ。……真心は如来蔵の実
質である。古から今にわたるまで常に変わり無く、清浄であ
る。どういう因縁があって起こるのか分からないので、有で
はない。惑いに従って流転し、生死にまとわりつかれた生存
を齎すので、無ではないと説く。有でも無でもないので、中
道と名づける。またその真心は、姿を離れ実質を離れ、有で
はないと名づける。その実質にさまざまな世界の仏法を備え
ているので、無ではないと説く。有でも無でもないので、中
道と名づける。六つの解釈の中の前の五つは、虚妄であって
真実ではなく、生滅流転を繰り返し、「常楽我浄」とは言え
ないので、究極のところ仏の真の種ではないので、ここでは
論じない。第六番目の解釈は、その実質が「常楽我浄」であ
って、仏の種となることができるので、今中道と名づける。
（問曰。因縁云何為中。解有六義。一就破離断常分別。於事
分斉十二因縁、次第相生。後藉前起、是故非常。前能生後、
所以非断。非常非断、故名為中。二破我分別。因縁法中、無
我無人。以無我故、因縁之法、亦非我所、則為非有。因縁相
生、故復非無。非有非無、名為中道。三破性分別。十二縁法、
但集従縁、無有自性、所以非有。因縁相生、是故非無。非有
非無、故名為中。四破相分別。因縁之法、誑相而有、窮理本
無。不但無性、相亦叵得。如陽炎水、近観之時、非直無於水
性而已、水相亦無。窮理本無、名為非有。誑相似有、説為非
無。非有非無、名為中道。五破想分別。十二縁法、更細推求、
心外無法。但是妄想、自心所見。如夢所見、皆是心起。以心
起故、於理本無、名為非有。妄心自現、説為非無。非有非無、
名為中道。六就実分別。十二因縁、窮其本性、真心所起、如
夢所作、皆報心起。……真心即是如来蔵性。古今常湛、清浄
不変。何有因縁、起作可得、所以非有。随妄流転、集起生死、
説為非無。非有非無、故名中道。又彼真心、離相離性、名為
非有。体具法界恒沙仏法、説為非無。非有非無、名為中道。
六中前五、虚妄不真、生滅流転、非是常楽我浄之法、不能究
竟為仏真種、今此不論。第六一門、体真常楽我浄之法、能為
仏種、今名中道。）（『涅槃義記』巻八、師子吼菩薩品、大正
蔵37巻、825頁上～中） 
 
因縁が中道であることについて、六つの解釈の仕方が有る。第
一に、断滅と常住ということについての解釈、第二に、我を打
ち破ることについての解釈、第三に、性を打ち破ることについ
ての解釈、第四に、相を打ち破ることについての解釈、第五に、
想を打ち破ることについての解釈、第六に、実質についての解
釈である。 
第一の断滅と常住と言うことについての解釈とは、十二因縁
の関係の中で、後に来る事柄が前の事柄によって起こるから常
住ではなく、前の事柄は後の事柄を生じることができるので断
滅ではなく、従って、常住でも断滅でもない中道であるとする
ことである。第二の我を打ち破ることについての解釈とは、因
縁について見た時に、我と我の対象（我所）が認められないか
ら有ではなく、因縁によって我と我の対象（我所）が互いに生
じるから無ではなく、有でも無でもないので中道であるとする
ことである。第三の性を打ち破ることについての解釈とは、因
縁として有る現象は、そのものとしての実質が無いから有では
なく、因縁によって互いに生じるから無ではなく、有でも無で
もないので中道とすることである。第四の相を打ち破ることに
ついての解釈とは、因縁によって有る現象が、その姿形を持っ
ていないことから有ではなく、惑った姿形として有るので無で
はなく、有でもなく無でもないので中道とすることである。第
五の想を打ち破ることについての解釈とは、因縁によって有る
現象は妄想に他ならず、本来無なので有ではなく、心から現わ
れる妄想であるから無ではなく、有でも無でもないので中道と
することである。第六の実質についての解釈とは、因縁によっ
て有る現象は、真心から起こったものであり、どういう因縁が
有って起こるか分からないので有ではなく、生死にまとわりつ
かれた生存を齎すので無ではなく、有でも無でもないので中道
とすることである。 
この六つの解釈は、第一の現象の断滅と常住ということ、第
二の我と我の対象（我所）ということから、第三の現象にはそ
のものとしての実質が無いとすることへ、更に第四の現象は全
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そしてまた、経文で第一義空を仏性と名づけることについて、
それを空とする意味を、相を離れていることと、性を離れてい
ることとの二つの方向から論じる。「相を離れる」というのは、
仏性の実質は有るのだが、そこには何の姿形も認められないと
いうことである。「性を離れる」というのは、仏性にあらゆる仏
法が備わっているのだが、そこにそれ自体としての実質が認め
られないということである。 
 性と相という考え方は、第 1 章で触れた「立性宗」「破性宗」
「破相宗」「顕実宗」という慧遠の仏法の捉え方に窺われる。仏
法の捉え方の中では、立性宗→破性宗→破相宗→顕実宗という
教えの深まりが考えられるのであるが、ここまで見てきた性と
相とに関わる資料の中でも、性を打ち破ることから相を打ち破
ることという、段階を経た悟りの深まりが考えられ、その悟り
の深まりの過程が重視されていると見ることができる。 
 この「性」と「相」ということを鍵として、慧遠の思想は一
つの展開を見せているように思われるのである。そこでは、現
象が空であるということについて、現象そのものとしての実質
を否定する性を打ち破ることと、更に現象の持っている姿形を
否定する相を打ち破ることにより、悟りの実質である真心に至
ろうとする慧遠の周到な計らいが働いているように思うのであ
る。 
 
おわりに㻌
 本稿では、慧遠の『涅槃義記』の分析考察を行った。第 1 章
で、慧遠の仏法の捉え方を押さえた上で、第2章で、「涅槃」「仏
性」「如来蔵」「真心」「無明」といった事柄についての慧遠の注
釈を分析し、第 3 章で、慧遠の思惟の中で重要な位置を占めて
いると考えられる「性」「相」という事柄について指摘し、考察
した。ここで最後に纏めておこう。 
 慧遠は、涅槃について、性浄涅槃、方便涅槃、応化涅槃とい
うことを考える。この三つの涅槃は、一つの涅槃のそれぞれ体・
相・用の関係にある。慧遠によれば、根本となるのは、性浄涅
槃である。そして、性浄涅槃のもとになるのは、了因、すなわ
ち何かを明らかにする原因としての法仏性である。そうした悟
りの原因としての仏性は、現実の衆生においては、煩悩に覆い
隠され、また仏身や仏徳を生み出すもととなる如来蔵として存
在するが、その実質は、全ての現象を生み出すもととしての真
識心、真心に他ならない。衆生は、煩悩を取り除くことにより、
そうした真心を把捉し、悟りへと至ることができるというので
ある。 
 そして、真心を把捉し、悟りに至るに際しては、本稿で指摘
したように、まずは性を打ち破り、次いで相を打ち破るといっ
た、段階的な修道の深まりが考えられ、重視されている。こう
した性、相の捉え方は、慧遠の仏法の捉え方にも反映している
のである。 
 「はじめに」で少し触れたように、慧遠の思想を融相思想と
規定する見解がある。ここで本稿の分析を踏まえて考えてみる
と、「融相」とは、性を打ち破り相を打ち破った上で開けてくる、
真心の一つの姿であることが確認できるのだと言えよう。現象
の実質があることを否定する性を打ち破るということに注目す
ると、あらゆる現象は全て実質を持たない空なるものであり、
その点で同一であると捉えられる。また現象の姿形が有ること
を否定する相を打ち破ることに注目すると、現象の姿形は全て
真心から生じた妄想であり、真心であるという点では区別の無
いことになる。慧遠の思想は、こうした性から相へと深まり行
く二重性を持って展開していたと考えられる。 
本稿では、慧遠の代表作の一つである『涅槃義記』を纏めて
考えてみた。『涅槃義記』は『涅槃経』の注釈書であり、『涅槃
経』経文からの制約があるので、そこから慧遠独自の主張をど
れだけ読み取れるかという問題がある。また慧遠の思想を考え
るに当たっては、当然のことながら、かれの代表作である『大
乗義章』を取り上げる必要がある。本稿で指摘・分析した「性」
と「相」という事柄についても、『大乗義章』にそうした見解が
認められると思うのだが、それらのことについては、また機会
を改めて考えてみたい。 
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1 鎌田茂雄氏『中国仏教思想史研究』（春秋社、1968 年）第二
部第一章「浄影寺慧遠の思想」。 
2 吉津宜英氏には、『大乗義章』を材料とした以下に掲げる一
連の研究があり、慧遠の思想を考える上で大変参考になる。「浄
影寺慧遠の「真識」考」（『印度学仏教学研究』第 22 巻第 2
号、1974 年）、「浄影寺慧遠の涅槃義」（『印度学仏教学研
究』第 23 巻第 1 号、1974 年）、「浄影寺慧遠の「妄識」考」
（『駒澤大学仏教学部研究紀要』第 32 号、1974 年）、「慧遠
の仏性縁起説」（『駒澤大学仏教学部研究紀要』第 33 号、1975
年）。 
3 岡本一平氏「浄影寺慧遠の仏性思想（上）」（『駒澤大学仏
教学部研究紀要』第 65 号、2007 年）、同氏「浄影寺慧遠の仏
性思想（下）」（『駒澤大学仏教学部論集』第 38 号、2007 年）。 
4 伊藤瑛梨氏「浄影寺慧遠『観無量寿経義疏』「第九、仏身観」
について―「観仏」と「見仏」―」（『印度学仏教学研究』第
56 巻第 1 号、2007 年）、同氏「浄影寺慧遠の『観無量寿経義
疏』「第九仏身観」について―「光明摂取」文の解釈をめぐっ
て―」（『印度学仏教学研究』第 57 巻第 1 号、2008 年）、同
氏「浄影寺慧遠『観経義疏』における「観仏」の位置付けにつ
いて―「始・終」を手掛りとして―」（『印度学仏教学研究』
第 59 巻第 1 号、2010 年）を参照。 
5 菅野博史氏「浄影寺慧遠『維摩経義記』の研究―注釈の一特
徴と分科―」（『東洋学術研究』第 23 巻第 2 号、1984 年）を
参照。 
6 藤井教公氏「『涅槃経』における一、二の問題―浄影寺慧遠
と吉蔵における仏性の理解―」（『印度学仏教学研究』第 28
巻第 2 号、1980 年）参照。藤井氏は、慧遠の『涅槃義記』を
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取り上げ、「仏性」がすなわち「真識心」でありまた「真心」
であるとする慧遠の解釈が、『十地経』の「一心」に由来し、
『大乗起信論』の如来蔵縁起によって成り立っていると指摘し
た上で、吉蔵の『大乗玄論』『勝鬘宝窟』を取り上げ、「仏性」
がすなわち「中道」であるとする吉蔵の解釈が、三論の空観の
立場に拠っていることを論じている。慧遠の「仏性」理解の特
徴を考えるに当たり、大変参考になる。 
7 慧遠の教判論については、吉津宜英氏「浄影寺慧遠の教判論」
（『駒澤大学仏教学部研究紀要』第 35 号、1977 年）が参考に
なる。 
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そしてまた、経文で第一義空を仏性と名づけることについて、
それを空とする意味を、相を離れていることと、性を離れてい
ることとの二つの方向から論じる。「相を離れる」というのは、
仏性の実質は有るのだが、そこには何の姿形も認められないと
いうことである。「性を離れる」というのは、仏性にあらゆる仏
法が備わっているのだが、そこにそれ自体としての実質が認め
られないということである。 
 性と相という考え方は、第 1 章で触れた「立性宗」「破性宗」
「破相宗」「顕実宗」という慧遠の仏法の捉え方に窺われる。仏
法の捉え方の中では、立性宗→破性宗→破相宗→顕実宗という
教えの深まりが考えられるのであるが、ここまで見てきた性と
相とに関わる資料の中でも、性を打ち破ることから相を打ち破
ることという、段階を経た悟りの深まりが考えられ、その悟り
の深まりの過程が重視されていると見ることができる。 
 この「性」と「相」ということを鍵として、慧遠の思想は一
つの展開を見せているように思われるのである。そこでは、現
象が空であるということについて、現象そのものとしての実質
を否定する性を打ち破ることと、更に現象の持っている姿形を
否定する相を打ち破ることにより、悟りの実質である真心に至
ろうとする慧遠の周到な計らいが働いているように思うのであ
る。 
 
おわりに㻌
 本稿では、慧遠の『涅槃義記』の分析考察を行った。第 1 章
で、慧遠の仏法の捉え方を押さえた上で、第2章で、「涅槃」「仏
性」「如来蔵」「真心」「無明」といった事柄についての慧遠の注
釈を分析し、第 3 章で、慧遠の思惟の中で重要な位置を占めて
いると考えられる「性」「相」という事柄について指摘し、考察
した。ここで最後に纏めておこう。 
 慧遠は、涅槃について、性浄涅槃、方便涅槃、応化涅槃とい
うことを考える。この三つの涅槃は、一つの涅槃のそれぞれ体・
相・用の関係にある。慧遠によれば、根本となるのは、性浄涅
槃である。そして、性浄涅槃のもとになるのは、了因、すなわ
ち何かを明らかにする原因としての法仏性である。そうした悟
りの原因としての仏性は、現実の衆生においては、煩悩に覆い
隠され、また仏身や仏徳を生み出すもととなる如来蔵として存
在するが、その実質は、全ての現象を生み出すもととしての真
識心、真心に他ならない。衆生は、煩悩を取り除くことにより、
そうした真心を把捉し、悟りへと至ることができるというので
ある。 
 そして、真心を把捉し、悟りに至るに際しては、本稿で指摘
したように、まずは性を打ち破り、次いで相を打ち破るといっ
た、段階的な修道の深まりが考えられ、重視されている。こう
した性、相の捉え方は、慧遠の仏法の捉え方にも反映している
のである。 
 「はじめに」で少し触れたように、慧遠の思想を融相思想と
規定する見解がある。ここで本稿の分析を踏まえて考えてみる
と、「融相」とは、性を打ち破り相を打ち破った上で開けてくる、
真心の一つの姿であることが確認できるのだと言えよう。現象
の実質があることを否定する性を打ち破るということに注目す
ると、あらゆる現象は全て実質を持たない空なるものであり、
その点で同一であると捉えられる。また現象の姿形が有ること
を否定する相を打ち破ることに注目すると、現象の姿形は全て
真心から生じた妄想であり、真心であるという点では区別の無
いことになる。慧遠の思想は、こうした性から相へと深まり行
く二重性を持って展開していたと考えられる。 
本稿では、慧遠の代表作の一つである『涅槃義記』を纏めて
考えてみた。『涅槃義記』は『涅槃経』の注釈書であり、『涅槃
経』経文からの制約があるので、そこから慧遠独自の主張をど
れだけ読み取れるかという問題がある。また慧遠の思想を考え
るに当たっては、当然のことながら、かれの代表作である『大
乗義章』を取り上げる必要がある。本稿で指摘・分析した「性」
と「相」という事柄についても、『大乗義章』にそうした見解が
認められると思うのだが、それらのことについては、また機会
を改めて考えてみたい。 
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